
 

[雑誌論文]  

１．著者名： Shoichiro Hara; Akira Kubo; Masato Matsuzaki; Hirotaka Kameko; 

Shinsuke Mori 

２．論文標題：Development of Methods to Extract Place Names and Estimate Their 

Places from Web Newspaper Articles 

３．雑誌名：IEEE Xplore: 14 January 2022; 2021 Pacific Neighborhood Consortium 

Annual Conference and Joint Meetings (PNC)  

４．巻：   

５．発行年：2022.01.14 

６．最初と最後の頁：145-167 

７．論文の DOI：DOI: 10.23919/PNC53575.2021.9672311 

８．査読の有無：有 

９．オープンアクセス：× 

１０．国際共著：× 

 

[雑誌論文] 

１．著者名： Andrea Y.F.Urushima; Naoko Tokuchi; Shoichiro Hara 

２．論文標題：Text Mining Assessment of Sustainability Learning Topics at 

Higher Education in Japan 

３．雑誌名： IEEE Xplore: 12 May 2021; 2021 9th International Conference on 

Information and Education Technology 

４．巻：   

５．発行年：2021.05.12 

６．最初と最後の頁：281-317 

７．論文の DOI：https://doi.org/10.1109/ICIET51873.2021.9419584 

８．査読の有無：○ 

９．オープンアクセス：× 

１０．国際共著：○ 

 

[雑誌論文] 

１．著者名：Nosé, M., A. Matsuoka, Y. Miyoshi, K. Asamura, T. Hori, M. Teramoto, 

I. Shinohara, and M. Hirahara  

２．論文標題：Field-aligned low-energy O+ flux enhancements in the inner 

magnetosphere observed by Arase 

３．雑誌名：Journal of Geophysical Research 



４．巻：126  

５．発行年：2021 

６．最初と最後の頁：1-20 

７．論文の DOI：10.1029/2021JA029168 

８．査読の有無：有 

９．オープンアクセス：× 

１０．国際共著：× 

 

[雑誌論文] 

１．著者名：Nosé, M., A. Matsuoka, Y. Miyoshi, K. Asamura, T. Hori, M. Teramoto, 

I. Shinohara, M. Hirahara, C. A. Kletzing, C. W. Smith, R. J. MacDowall, H. 

E. Spence, G. D. Reeves, and J. W. Gjerloev  

２．論文標題：Flux enhancements of field-aligned low-energy O+ ion (FALEO) in 

the inner magnetosphere: A possible source of warm plasma cloak and oxygen 

torus 

３．雑誌名：Journal of Geophysical Research 

４．巻：127   

５．発行年：2022 

６．最初と最後の頁：1-19 

７．論文の DOI：10.1029/2021JA030008 

８．査読の有無：有 

９．オープンアクセス：× 

１０．国際共著：○ 

 

[雑誌論文] 

１．著者名：能勢正仁, 村山泰啓, 西岡未知, 石井守, 今井弘二, 木下武也, 小山幸

伸, 相良毅  

２．論文標題：ジオスペース科学分野におけるデータ出版とデータ引用の現状および

そのプラクティス 

３．雑誌名：情報処理学会論文誌, デジタルプラクティス  

４．巻：2   

５．発行年：2021 

６．最初と最後の頁：9-20 

７．論文の DOI： 

８．査読の有無：有 

９．オープンアクセス：○ 



１０．国際共著：× 

 

[雑誌論文] 

１．著者名： Toshihiko Iyemori, Tadashi Aoyama and Yoshihiro Yokoyama 

２．論文標題：Global distribution of magnetic ripples and electron density 

fluctuations as observed by the Swarm satellites on the dayside and their 

relation to the rainfall estimated by the GSMaP 

３．雑誌名： Earth, Planets and Space 

４．巻： 74:38  

５．発行年：2022 

６．最初と最後の頁： 

７．論文の DOI：doi:10.1186/s40623-022-01597-3 

８．査読の有無：有 

９．オープンアクセス：○ 

１０．国際共著：× 

 

[雑誌論文] 

１．著者名： Toshihiko Iyemori, Akiyasu Yamada, Tadashi Aoyama, Kornyanat 

Hozumi, Yoshihiro Yokoyama,Yoko Odagi, Yasuharu Sano, Vijak Pangsapa, 

Thanawat Jarupongsakul, Akinori Saito and Masato Iguchi 

２．論文標題：Amplitude enhancement of short period GPS-TEC oscillations over 

rainfall area 

３．雑誌名： Earth, Planets and Space 

４．巻： 74:45  

５．発行年：2022 

６．最初と最後の頁： 

７．論文の DOI：doi: 10.1186/s40623-022-01604-7 

８．査読の有無：有 

９．オープンアクセス：○ 

１０．国際共著：○  

 

[雑誌論文]  

１．著者名： 青木学聡 

２．論文標題：組織的 RDM 支援サービスのためのエンタープライズアーキテクチャの

検討  

３．雑誌名： 情報処理学会研究報告 



４．巻：  2021-IOT-55 

５．発行年：2021 

６．最初と最後の頁：1-5 

７．論文の URL： http://id.nii.ac.jp/1001/00212548/ 

８．査読の有無：有 

９．オープンアクセス： 

１０．国際共著：× 

 

[雑誌論文]  

１．著者名： 宮野公樹 

２．論文標題：異分野融合の意味と意義 

３．雑誌名： 日本金属学会会報まてりあ (Materia Japan)  

４．巻： 第 60巻第 10号 

５．発行年：2021年 

６．最初と最後の頁：615-619 

７．論文の DOI：https://doi.org/10.2320/materia.60.615 

８．査読の有無：○ 

９．オープンアクセス：× 

１０．国際共著：× 

 

[雑誌論文] 

１．著者名： 宮野公樹 

２．論文標題：学問との再契約 ー超えるのではなく辿る、二つの文化ー」  

３．雑誌名： サントリー文化財団 アステイオン 

４．巻： vol. 95 

５．発行年：2021年 

６．最初と最後の頁：224-230 

７．論文の DOI：http://id.ndl.go.jp/bib/031886103 

８．査読の有無：○ 

９．オープンアクセス：× 

１０．国際共著：× 

 

 

 

[学会発表] 

１．発表者名： 古川雅子 



２．発表標題： 研究データ管理入門  

３．学会等名：広島大学ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ「研究データ管

理セミナー」  

４．発表年：2022年 2月 10日 

５．招待講演？：あり 

６．国際学会？：なし 

 

[学会発表] 

１．発表者名： 南山泰之, 河合将志, 横山重俊, 林正治, 大波純一, 藤原一毅, 朝

岡誠, 古川雅子, 込山悠介 

２．発表標題： 研究データ管理サービスのユーザーストーリー分析によるサービス

ドメインの検討 

３．学会等名：情報処理学会第 56回インターネットと運用技術研究発表会  

４．発表年：2022年 3月 8日 

５．招待講演？：なし 

６．国際学会？：なし 

 

[学会発表] 

１．発表者名： Shoichiro Hara 

２．発表標題： Trial for Collecting and Sharing Metadata of Research Data in 

Asia 

３．学会等名： PNC 2021 Annual Conference and Joint Meetings 

４．発表年：2021.09.29 

５．招待講演？： 

６．国際学会？：○ 

 

[学会発表] 

１．発表者名： 原正一郎 

２．発表標題： 人文科学のための RDMルーブリック 

３．学会等名：第 7回京都大学研究データマネージメントワークショップ  

４．発表年：2022.03.04 

５．招待講演？：招待講演 

６．国際学会？：× 

 

[学会発表] 

１．発表者名：Nosé, M.  



２．発表標題：Data Citation leaflet by Research Data Citation subcommittee of 

Research Data Utilization Forum  

３．学会等名：Japan Open Science Summit 2021 

４．発表年：2021 

５．招待講演？：○ 

６．国際学会？：○ 

 

[学会発表]  

１．発表者名：能勢正仁, 村山泰啓, 篠原育, 田中良昌, 堀智昭, 小山幸伸, 今城峻  

２．発表標題：SGEPSSにおける研究データマネジメントの現状と将来像  

３．学会等名：第 150 回地球電磁気・地球惑星圏学会総会 

４．発表年：2021 

５．招待講演？：× 

６．国際学会？：× 

 

[学会発表]  

１．発表者名：能勢正仁, 村山泰啓, 西岡未知, 石井守, 今井弘二, 木下武也, 小山

幸信, 相良毅, 林和宏, 端場純子, 三好由純, 堀智昭, 浅利晴紀, 垰千尋  

２．発表標題：SGEPSSにおけるデータ出版・データ引用の現状とその実践・意義  

３．学会等名：第 150 回地球電磁気・地球惑星圏学会総会 

４．発表年：2021 

５．招待講演？：× 

６．国際学会？：× 

 

[学会発表]  

１．発表者名：能勢正仁  

２．発表標題：SGEPSSにおけるデータ問題の概要  

３．学会等名：Conductivity Anomaly研究会 

４．発表年：2022 

５．招待講演？：○ 

６．国際学会？：× 

 

[学会発表] 

１．発表者名： Toshihiko Iyemori, Janice Smith, Shoji Kajita and Masahito Nose 

２．発表標題： A rubric for research data management  

in the Earth and space sciences 



３．学会等名：JpGU 2021 

４．発表年：2021.06.03 

５．招待講演？：× 

６．国際学会？：○ 

 

[学会発表]  

１．発表者名：Toshihiko IYEMORI, Tadashi AOYAMA, Yoshihiro YOKOYAMA 

 ２．発表標題： A possible effect of rainfall on medium scale  

electron density fluctuations on dayside 

３．学会等名：JpGU 2021 

４．発表年：2021.06.03 

５．招待講演？：× 

６．国際学会？：○ 

 

[学会発表]  

１．発表者名： 家森俊彦, Janice Smith, 梶田将司, 能勢正仁,青木学聡 

２．発表標題： 研究データマネージメント(RDM) の技能向上と 

教育のためのルーブリック開発 

３．学会等名： SGEPSS 

４．発表年：2021.11.02 

５．招待講演？：× 

６．国際学会？：× 

 

[学会発表]  

１．発表者名： 家森俊彦・青山忠司・横山佳弘 

２．発表標題： 磁気リップルおよび電子密度変動の振幅と 

衛星軌道直下の降雨との統計的関連 

３．学会等名：SGEPSS 

４．発表年：2021.11.02 

５．招待講演？：× 

６．国際学会？：× 

 

[学会発表]  

１．発表者名： Toshihiko Iyemori, Janice Smith, Shoji Kajita and Masahito Nose 

２．発表標題： A rubric for research data management in the Earth and space 

sciences 



３．学会等名：SciDataCon 2021  

４．発表年：2021.10.21 

５．招待講演？：× 

６．国際学会？：○ 

 

[学会発表] 

１．発表者名： 家森俊彦 

２．発表標題： WDS-SC (Scientific Committee)における議論の変遷 (2015-2021) 

３．学会等名：科学データ研究会・WDS国内シンポジウム（第９回） 

４．発表年：2022.03.30 

５．招待講演？：○ 

６．国際学会？：× 

 

 

 

[備考] (ホームページ等) 

 

 

[データベース]  

１．作成者: 原正一郎、亀田尭寬、杉本重雄 

２．タイトル: RsDA Search 

３．内容: 東アジア・東南アジアにおける人文学デジタル研究データの共有化に関す

る研究と成果である所在目録データベースの作成（構築中）     

 

[ホームページ] 

１．作成者: 宮野公樹、他 

２．タイトル: 京都大学学際融合教育研究推進センター 

３．内容: http://www.cpier.kyoto-u.ac.jp/ 

 

[講演・企画] 

1. 講演・企画者：宮野公樹 

2. タイトル等 

(1)「問いを問う」,SHIBUYA QWS Innovation 協議会（SHIBUYA QWS＆オンライン配

信）,2021年 4月 23 日 

(2)「学びを学ぶ」,東京理科大学社会人向け講座（オンライン）,2021 年 5月 13日 

(3) The 2nd Scienc-ome XR Innovation Hub Vitual Forum ～越境し共創する研究シ



ーズの発掘と事業開発～基調講演「問いを問う」,一般社団法人慶應反分野的サイエ

ンス会,2021 年 5月 15日 

(4)「良き問いを立てるには」,東京工業大学”立志プロジェクト”講義,2021 年 5 月

20日 

(5) 一般社団法人 STEAM Association 設立ローンチイベント（Venture CAFE 

TOKYO）,2021年 6月 3日  

(6) 企業人事担当メンタルコンシェルジュセミナー「問いの立て方」,2021年 6月 16

日 

(7)「よい問いの立て方」,南山大学 FD講演会・ワークショップ基調講演,2021年 6月

21日 

(8) QWS de RINRIシリーズ第 7回「教育とは？」登壇.「学ぶを学ぶ」,SHIBUYA QWS 

Innovation協議会,2021年 6月 23日  

(9) 横浜市立大学大学院博士後期課程「多分野交流演習」講演,2021年 7月 3日 

(10)第 2 期 京都大学 SDGs リーダー育成プログラム（中高生対象）オンライン講

演,2021 年 7月 10日 

(11)山口大学研究者育成プログラムセミナー招待講演.「研究室運営を考える,2021年

7月 14日 

(12)日本材料学会北陸信越支部オンライン実技講習会登壇,「これで伝わる！学生・

若手技術者のためのプレゼン術」,2021年 7月 16日 

(13)対話型学術誌「といとうとい」ローンチイベント,,2021 年 7月 27日  

(14)招待講演.「問いの問い」,尼崎市 小学校,2021年 7月 27日 

(15)招待講演.「学術界と学際研究」,科学技術振興機構 CRDS 研究会,2021 年 7 月 28

日 

(16)日本版 AAAS 設立準備委員会 第 3回意見交換会登壇,「学際研究について」,2021

年 8月 28日  

(17)科学技術振興機構（JST）サイエンスアゴラ 2021 パネル登壇,「集合知ネットワ

ーク構築に向けて」,2021 年 11 月 6日 

(18)10th International Symposium on Human Survivability Trans disciplinary 

Perspectives : "Well-being & Innovation”（総合生存学館思修館）にて講演,2021

年 11月 22日 

(19)講演.「研究者の関心事を引き出す研究環境・学際研究の在り方」,科学技術振興

機構研究開発戦略センター ワークショップ報告書「科学技術イノベーションによる

社会的・経済的価値創造のエコシステム形成へ向けて」,2022 年 1月 25日 

(20) こころの科学ユニット ユニット総会・研究交流会 特別講演,2022 年 2 月 12

日  

(21)第 7回京都大学研究データマネージメントワークショップ（学際融合教育研究推



進センター葛ユニット）ディスカッションモデレーター「データ駆動型学際イノベー

ション」,2022年 3月 4日 

(22)一般社団法人 STEAM Associationの期末報告会にて基調講演「なぜ問いを問うの

か」,2022年 3月 12 日 

 

[新聞記事等掲載] 

1. 発表者：宮野公樹 

2. タイトル・新聞等名称・発表年月日等:  

(1)「自己対話のススメ宮野公樹×酒井穣」 京都新聞ウェブサイト THE KYOTOにて対

談,2021 年 4月 1日 

(2)「いい問いの立て方」朝日新聞大阪版夕刊テーブルトーク,2021 年 4月 8日 

(3)「脱炭素の哲学、自分の問題として捉える」輸送新聞インタビュー記事掲載,2021

年 7月 20日 

(4) 朝日新聞朝刊[全国版]「学際とは」記事掲載,2021年 7月 29日 

(5) 毎日新聞朝刊[京都版]「学際研究の学術誌を創刊「学問」問い直したい」記事掲

載,2021 年 8月 15日 

(6) Yahooニュース「京都から分野横断した研究の学術誌創刊へ」記事掲載,2021年 8

月 26日 

(7) 京都新聞夕刊「京都大、不思議な名の学術誌「といとうとい」創刊 研究の本質

「問い」自体を問う」記事掲載,2021 年 8月 30日  

(8) THE KYOTOウェブサイトにインタビュー記事掲載「「問い」を問う理由 京大”ア

ナキズム” ＃８没頭の衝動」,2021年 9月 1日  

(9) Academist Jurnal に「といとうといは単なる学術誌ではない」の記事掲載,2021

年 11月 2日 

(10)WEB メディア「DIG THE TEA」にロングインタビュー記事掲載,「仕事」の対義語

は「休み」なのか」,2021 年 11 月 4日 

(11)ザッツ京大「近頃、話題の「学際」って何？むきだしの興味関心から生まれる「真

摯な学術対話」が読み解くカギに！」掲載,2021年 11月 24日 

(12)朝日新聞 AERA 56 号に「研究者の好奇心が開く私たちの未来」鼎談が掲載,2021

年 12月 20日 

(13)NEZASUホームページにインタビュー記事掲載「絶えず自分を疑い、さらに問い続

ける」,2022 年 1月 5日 

(14)HUFFINGTONPOST「意見の違う人と話すコツ：問の立て方とは？」にインタビュー

記事掲載,2022年 1月 31日  

(15)就活サイト【ONE CAREER】にてインタビュー記事掲載「転生して「研究者」以外

の道を選ぶとしたら？」,2022年 2月 10日  



 

 

 


